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●�生涯学習フェスティバル実行委員募集（2面）
ざまインフォメーション（4面）�
●�

●�第3回図書館まつり（2面）�

●�日米親善盆踊り大会（6面）�

�●�
みんなの健康（5面）�

古紙配合率100％再生�
紙を使用しています。�

広報�

上映作品

「ちびまる子ちゃんの交通安全」
「ムーミンゆめ・ゆめ・ゆめ」

夏休み交通安全子ども映画会�夏休み交通安全子ども映画会�

①泳ぐ前には必ず準備運動をする。
②疲労時や飲酒時は絶対に泳がない。
③自分の能力を過信しない。
④子どもたちだけで海や川、湖などへ行かない、行かせ
　ない。
⑤立ち入り禁止など危険箇所を示す標識の指示に従う。
⑥警報やサイレンが鳴った時は特に注意する。

水難事故が発生したときのために

《 重 点 項 目 》
○過労運転・無謀運転の防止
○子どもと高齢者の交通事故防止
○飲酒運転の追放
○チャイルドシートとシートベルト着用の徹底

水辺の安全６カ条

　消防本部では、水の事故が多い夏を迎え、素早く適切
な救助活動ができるように、水難救助用ゴムボートなど

　いよいよ夏本番！夏は、海や川そしてプー
ルなど水に親しむ機会が多くなる時期です。
楽しい水辺での遊び。それは、大人も子ども
に戻る楽しいひとときです。

　でも、少し考えてみましょう。楽しいはずの
水辺では、毎年多くの水難事故が発生します。その
中には、一人一人が少しずつ注意していれば防げたもの
もあったはずです。
　大切な家族がそして自分自身が、事故に遭わないため
に、下の「水辺の安全６カ条」を心掛けてください。ま
た、水辺での遊びは「家族の安全」を第一に考え、無理
のない計画を立ててください。そして、事故のない楽し
い夏休みにしましょう！

　本紙６月１日号１面住民基本台帳ネットワークシステムの記事に「不随情
報」とあるのは、「付随情報」の誤りでした。ここにお詫びして訂正します。

を使った訓練をしてい
ます。「もしも！」の
ときのために、万全の
準備をしていますが、出
動する機会がないよう
に、安全な水辺での過
ごし方を心掛けてくだ
さい。

お
願
い
し
ま
す
。

　

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」

を
実
施
し
、
楽
し
い
夏
休
み
を

悲
し
い
思
い
出
に
し
な
い
よ
う

に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
笑
顔

で
夏
を
過
ご
す
た
め
に
、
事
故

の
な
い
優
し
い
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

担
当　
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局
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夏
は
、
旅
行
や
帰
省
な
ど
運

転
の
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。

長
距
離
の
運
転
は
、
緊
張
に
よ

る
疲
労
や
あ
せ
り
か
ら
思
わ
ぬ

事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
適
度
な
休
憩
や
安
全

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
の
生

徒
・
児
童
を
輪
禍
か
ら
守
る
た

め
、「
道
路
の
無
理
な
横
断
を
し

な
い
」
「
交
差
点
で
の
往
来
の

確
認
」
な
ど
、
家
庭
で
も
基
本

的
な
交
通
ル
ー
ル
の
再
確
認
を
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夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

七
月
二
十
一
日
〜
三
十
日

訂　

正

時　間ところと　き

午前１０時～１１時栗原児童館
７月２２日（月）

午後３時～４時座間児童館

午前１０時～１１時鳩川児童館
７月２３日（火）

午後３時～４時相武台コミュニティセンター

午前１０時～１１時新田宿・四ツ谷コミュニティセンター
７月２４日（水）

午後３時～４時立野台コミュニティセンター

午前１０時～１１時ひばりが丘南児童館
７月２５日（木）

午後３時～４時小松原コミュニティセンター

午前１０時～１１時東地区文化センター
７月２６日（金）

午後３時～４時相模が丘コミュニティセンター
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協
会
理
事
長　

竹
内 　
 
さ
ん
、

さ
と
る

　

「
図
書
館
を
使
っ
た
�
調
べ

　

る
�
学
習
賞
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

審
査
委
員　

片
岡
則
夫
さ
ん
、

　

立
野
台
小
学
校
校
長
・
図
書

　

館
協
議
会
委
員　

庄
子
正
彦

図
書
館
開
館
二
十
周
年
記
念�

九
月
七
日（
土
）�

　
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時�

九
月
八
日（
日
）�

　
　
午
前
九
時
〜
午
後
三
時�
図
書
館
ま
つ
り�
図
書
館
ま
つ
り�

第３回�座
間
発
　
豊
か
な
未
来
と
図
書
館

座
間
発
　
豊
か
な
未
来
と
図
書
館�

子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
を
考
え
る

子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
を
考
え
る�

座
間
発
　
豊
か
な
未
来
と
図
書
館�

子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
を
考
え
る�

シンポジウム�
�

　

図
書
館
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
、
豊
か
で
実
り
あ
る
読

書
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

九
月
七
日
（
土
）

　

午
後
〇
時
五
十
分
〜

○
と
こ
ろ　

図
書
館
二
階
講
座

　

室
○
パ
ネ
リ
ス
ト　

日
本
図
書
館

　

さ
ん
、
図
書
館
建
設
時
市
社

　

会
教
育
課
長　

横
谷
光
男
さ

　

ん
○
定　

員　

八
十
人（
先
着
順
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

七
月
十
六
日

　
（
火
）か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

　

で
担
当
へ

　

図
書
館
は
、
今
年
開
館
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ

せ
、
第
三
回
を
数
え
る
「
図
書
館
ま
つ
り
」
も
、
例
年
に
増
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。家
族
や
友
達
と
一
緒
に
、

�
二
十
歳
�
を
迎
え
た
図
書
館
に
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

職
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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図
書
館
ま
つ
り

図
書
館
ま
つ
り�

  

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�
図
書
館
ま
つ
り�

  

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�

　

図
書
館
ま
つ
り
の
開
催
に
当

た
っ
て
、
運
営
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

中
学
生
以
上

○
内　

容　

古
本
市
・
フ
リ
ー

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

　

タ
体
験
の
補
助
、
受
付
、
駐

　

車
場
整
理
な
ど

○
応
募
方
法　

直
接
ま
た
は
電

　

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
担
当
へ

【
説
明
会
】

○
と　

き　

九
月
一
日
（
日
）

　

午
前
十
時
〜

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
な
ど
が�

改
正
さ
れ
ま
す�

８月�
　から�

　

現
在
の
児
童
扶
養
手
当
は
、

収
入
に
応
じ
て
支
給
額
が
二
段

階
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
収
入

が
増
え
て
も
収
入
と
手
当
て
の

合
計
額
が
減
っ
て
し
ま
う
と
い

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
収
入
が

増
え
た
場
合
に
手
当
て
と
の
合

計
額
が
な
だ
ら
か
に
増
え
て
い

く
よ
う
に
、
一
部
支
給
の
所
得

制
限
限
度
額
が
細
分
化
さ
れ
、

手
当
額
が
細
か
く
設
定
さ
れ
ま

し
た
（
下
表
参
照
）。

　

所
得
制
限
限
度
額
の
見
直
し

に
併
せ
て
、
次
の
各
項
目
に
つ

い
て
所
得
の
範
囲
の
見
直
し
が

さ
れ
ま
し
た
（
①
②
は
、
請
求

者
が
母
親
の
場
合
の
み
）。

①
扶
養
義
務
を
履
行
す
る
た
め

　

の
費
用
と
し
て
監
護
す
る
児

　

童
の
父
か
ら
受
け
取
る
金
品

　

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
金
額

　

の
八
〇
㌫
（
一
円
未
満
四
捨

　

五
入
）
を
所
得
と
す
る
。

②
寡
婦
控
除
・
寡
婦
特
別
控
除

　

は
、控
除
の
対
象
外
と
す
る
。

③
特
別
障
害
者
控
除
の
控
除
額

　

を
三
十
五
万
円
か
ら
四
十
万

　

円
に
引
き
上
げ
る
。

　

制
度
の
改
正
に
伴
い
、
今
回

の
改
正
に
よ
り
支
給
額
が
減
額

と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、
生
活

　

「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
・
団
体
が

集
う
生
涯
学
習
の
祭
典
で
す
。

こ
の
催
し
は
、
毎
年
各
団
体
の

学
習
活
動
の
紹
介
や
相
互
の
交

流
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
生
涯
学
習
へ
参
加
し
て
い
た

だ
く
�
き
っ
か
け
�
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

十
五
年
三
月
に
開
催
さ
れ
る
こ

の
催
し
に
、
社
会
教
育
委
員
や

公
民
館
な
ど
の
利
用
団
体
の
代

表
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
運
営

に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
方
を
募

集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
込
方
法　

七
月
三
十
一
日

　
（
水
）ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
担
当
へ

担
当　
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つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
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座
間
の
“学
び
”�

「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」�

　
　
　
　
実
行
委
員
募
集

　
　
　
　
実
行
委
員
募
集�

「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」�

　
　
　
　
実
行
委
員
募
集�

　近年、青少年による薬物乱用が深刻な
社会問題となっています。軽い気持ちや
誘惑から薬物依存症になってしまい、心
と体がむしばまれ、やがて死を迎える恐
怖。薬物汚染は私たちの身近に存在する
のです。
　「ＤＲＵＧ」は、家族や学校、仕事な
どのさまざまな苦しみや悩みから逃れよ
うとして、“つい”覚醒剤に手を出し一
生を台無しにしてしまう青少年の姿や、
彼らを救おうとする家族のきずなの大切

青少年薬物乱用防止啓発映画�

上映会�

青少年薬物乱用防止啓発映画�

あなたの大切な人を�
　　覚醒剤から守るために…�
あなたの大切な人を�
　　覚醒剤から守るために…�

「ＤＲＵＧ」�「ＤＲＵＧ」�
ド ラ ッ グ �

上映会�

指定金融機関一覧
電　話支　店金融機関

1０４６（２５２）１１１１座間支店

横浜銀行
1０４２（７４４）１２３１相模台支店
1０４６（２３２）５１５１さがみ野支店
1０４６（２７４）３３１１南林間支店
1０４６（２５４）９１１１相武台支店

八千代銀行
1０４６（２７４）７７７１南林間支店
1０４６（２５１）００３３座間支店

ＪＡさがみ
1０４６（２５３）１７３３栗原支店
1０４６（２５５）１２４１相武台支店城南信用金庫
1０４６（２５５）１１５５座間支店中央労働金庫
1０４６（２５４）６１１１座間支店

平塚信用金庫 1０４２（７４４）１３３１相模台支店
1０４６（２５６）１１１０ひばりが丘支店

へ
の
影
響
を
考
慮
し
母
子
福
祉

資
金
貸
付
金
に
新
た
に
「
特
例

児
童
扶
養
資
金
」
を
創
設
し
ま

す
。

　

こ
の
貸
付
金
は
無
利
子
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
申
請
時
に
保

証
人
と
な
る
方
が
い
な
い
場
合
、

特
例
と
し
て
貸
し
付
け
の
累
積

額
が
五
万
円
に
達
す
る
ま
で
保

証
人
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　さを描いた映画です。
　覚醒剤のない明るい社会をつくるため、一人でも多くの皆さん
がこの映画をご覧いただきたいと思います。
○と　き　８月２０日（火）午後２時～４時、午後６時～８時（２
　回上映）
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）小ホール
○定　員　各回とも３００人（先着順）
○入場料　無料
○申込方法　直接会場へ
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年相談室

1０４６（２５６）０９０７ 5０４６（２５９）２１６３

　市では、公共下水道の供用開始から３年以内に排水設備
の工事をする方を対象に、無利子の融資制度を設けていま
す。
　公共下水道の早期接続は、豊かな水環境の保全に重要な
役割を果たします。公共下水道の共用が開始されている地
域にお住まいの方は、この機会に貸付金制度をご利用いた
だき、早期接続にご協力ください。
　なお、貸し付けには下表の各金融機関の支店の口座が必
要となります。
○対　象　公共下水道の供用開始から３年以内に排水設備
　の工事をする方
　※新築および増築に伴う工事は対象外
○貸付限度額　５０万円
○償還期間　５年以内
担当　　　　下水道管理課1０４６(２５２)８５４１ 5０４６(２５５)３５５０

例：母と子ども一人の母子家庭

改正後現　行

支給額収　入支給額収　入

４万２３７０円１３０万円未満４万２３７０円２０４万８千円
未満全部支給

４万２３６０円～１万円
（収入による）

１３０万円以上
３６５万円未満２万８３５０円２０４万８千円以上

３００万円未満一部支給

※所得制限は世帯構成により異なるほか、実際の所得は収入から一
定の控除をして計算されますのでご注意ください。

　

母
子
家
庭
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
「
児
童
扶
養
手
当
制
度
」
が
、八
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
支
給
額
は
受
給
者
の
収
入
に
応
じ
て
、
全
部
支
給
と
一
部
支
給
の
二
段
階
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
の
範
囲
が
変
わ
り
、
一
部
支
給
に
つ
い
て
は
所
得
に
応
じ
て
支
給

額
が
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
制
度
に
よ
る
手
当
て
の
支
給
は
、
十
二
月
支
給
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
手
当
て
の
支
給
に
関
す
る
事
務
が
県
か
ら
市
に
移
行
さ
れ
る
ほ
か
、
改
正
に
伴
い
毎
年
の

現
況
届
け
な
ど
へ
の
記
載
事
項
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
課
1
０
４
６（
２
５
２
）７
２
０
１ 
5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

所
得
制
限
限
度
額
と

支
給
額
の
見
直
し

特
例
児
童
扶
養
資
金

ごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！ご利用ください！

水水水水水水水水水水洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗便便便便便便便便便便所所所所所所所所所所等等等等等等等等等等改改改改改改改改改改造造造造造造造造造造資資資資資資資資資資金金金金金金金金金金貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸付付付付付付付付付付金金金金金金金金金金制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度水洗便所等改造資金貸付金制度
所
得
の
範
囲
の
見
直
し
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○
対　

象　

市
内
で
事
業
を
営

　

む
会
社
ま
た
は
個
人

○
対
象
融
資　

県
中
小
企
業
事

　

業
資
金
融
資
、
金
融
機
関
の

　

中
小
企
業
事
業
資
金
に
資
す

　

る
融
資

○
条　

件　

県
信
用
保
証
協
会

　

の
信
用
保
証
を
付
け
た
も
の

○
補
助
金
額　

信
用
保
証
料
の

　

五
〇
㌫
（
限
度
額
一
万
五
千

　

円
）

○
申
請
方
法　

対
象
者
へ
送
付

　

す
る
通
知
に
同
封
す
る
申
請

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

必
要
書
類
を
添
付
し
担
当
へ

○
対　

象　

市
内
で
事
業
を
営

　

む
会
社
ま
た
は
個
人

○
対
象
融
資　

県
中
小
企
業
事

　

業
資
金
融
資
お
よ
び
金
融
機

　

関
の
中
小
企
業
事
業
資
金
に

　

資
す
る
融
資
の
う
ち
今
年
四

　

月
以
降
の
融
資

○
条　

件　

県
信
用
保
証
協
会

　

の
信
用
保
証
を
付
け
た
も
の

○
補
助
金
額　

年
利
〇
・
五
㌫

　

以
内
（
限
度
額
五
万
円
）

　

※
県
経
営
安
定
資
金
の
場
合

　

＝
年
利
〇
・
八
㌫
以
内
（
限

　

度
額
十
万
円
）

○
補
助
期
間　

融
資
日
か
ら
三

　

年
間

○
申
請
方
法　

補
助
期
間
一
年

　

満
了
後
、
対
象
者
へ
送
付
す

　

る
通
知
に
同
封
す
る
申
請
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、必

　

要
書
類
を
添
付
し
担
当
へ

　

※
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対　

象　

次
の
各
項
目
す
べ

　

て
に
該
当
す
る
方
①
市
内
に

　

一
年
以
上
引
き
続
き
居
住
し
、

　

同
じ
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て

　

い
る
独
立
の
生
計
を
営
む
方

　

②
収
入
か
ら
み
て
返
済
が
可

　

能
な
方
③
市
税
の
滞
納
が
な

　

い
方
④
連
帯
保
証
人
を
一
人

　

以
上
用
意
で
き
る
方

○
資
金
使
途　

家
屋
の
修
繕
、

　

技
能
取
得
、
教
育
、
医
療
、

　

出
産
な
ど

○
貸
付
金
額　

一
世
帯
百
五
十

　

万
円
以
内

○
貸
付
利
率　

年
利
二
・
二
㌫

　

※
保
証
料
が
必
要
な
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
取
扱
金
融

　

機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
貸
付
期
間　

五
年
以
内

○
返
済
方
法　

割
賦
返
済
（
据

　

え
置
き
三
カ
月
）

○
申
込
方
法　

取
扱
金
融
機
関

　

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

　

取
扱
金
融
機
関
へ

○
取
扱
金
融
機
関　

中
央
労
働

　

金
庫
座
間
支
店
（
東
原
五
ノ

　

三
ノ
四
五
）
1
０
４
６
（
２

　

５
５
）１
１
５
５

　

支
援
費
制
度
の
対
象
サ
ー
ビ

ス
は
、
図
１
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
支
援
費
制
度
の
実
際
の

利
用
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す（
図
２
参
照
）
。

①
担
当
や
障
害
者
福
祉
施
設
な

　

ど
で
相
談
支
援
を
受
け
た
後
、

　

担
当
に
支
援
費
の
支
給
を
申

　

請
②
利
用
者
か
ら
の
聞
き
取
り
の

　

後
、
支
給
の
決
定

③
県
な
ど
の
指
定
を
受
け
た
指

　

定
事
業
者
・
施
設
と
契
約

④
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

⑤
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
金

　

の
支
払
い

⑥
サ
ー
ビ
ス
費
用
か
ら
利
用
負

　

担
額
を
引
い
た
額
を
支
援
費

　

と
し
て
請
求

⑦
支
援
費
の
支
給
。
指
定
業
者

　

・
施
設
が
代
理
受
領

　

支
援
費
の
支
給
申
請
は
、
十

ス
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
平

成
十
五
年
三
月

ま
で
に
支
援
費

の
支
給
決
定
を

受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
や
む

を
得
な
い
理
由

に
よ
り
、
支
援

費
制
度
に
よ
り

施
設
や
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
で

き
な
い
利
用
者

に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
と

お
り
担
当
で
措

置
を
し
ま
す
。

　

支
援
費
制
度

の
利
用
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、

担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
支

援
費
制
度
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は

担
当
ま
で
お
越

し
い
た
だ
く
か
、

連
絡
を
い
た
だ

け
れ
ば
送
付
し

ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
・
施
設
は
、
指
定
基
準
に
基

づ
き
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
を
施
設

ご
と
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
申
請

受
け
付
け
は
、
七
月
二
十
二
日

（
月
）か
ら
県
障
害
福
祉
課
で
実

施
し
ま
す
。
な
お
現
在
、
障
害

者
が
入
所
し
て
い
る
施
設
は
、

み
な
し
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

　

「
外
国

    
が
い
こ
く 
籍 せき 
県
民 
か
な
が
わ

け
ん
み
ん

 
会 かい

 
議 
」
は
、

ぎ

 
外
国 

が
い
こ
く 
籍 
の
せ
き

 
方 かた
が 
日 
ご
ひ

ろ 
感 
じ
て
い
る

か
ん

 
問 もん 
題 
を
だ
い

 
協 
き
ょ
う 
議 
し
、

ぎ

 
知
事 
に

ち

じ

 
提
言 
す
る

て
い
げ
ん

 
機
関 
で
す
。

き

か

ん

 
第 だい 
一 いっ 
期 
の
き

 
会 かい 
議 ぎ
で
は
、 
外  
国  
人 

が
い 
こ
く 
じ
ん

の 
住 
じ
ゅ
う 
宅 たく 
入 
に
ゅ
う 
居 
を 
支
援 
す
る
「 
外 

き
ょ 

し

え

ん
 

が
い

 
国
人 
す
ま
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

こ
く
じ
ん

ー
」
の 
設
置 
や

せ

っ

ち

 
医
療 

い
り
ょ
う 
通
訳 
を

つ
う
や
く

 
紹 
し
ょ
う

 
介 
す
る 
仕
組 
み
づ
く
り
な
ど
に

か
い 

し

く

つ
い
て
の 
提
言 
を
し
ま
し
た
。

て
い
げ
ん

 
現
在 
は
、 
第  
二  
期  
会
議 
で 
提
言 

げ
ん
ざ
い 

だ
い 
に 

き 
か

い

ぎ
 

て
い
げ
ん

の 
作
成 
に 
向 
け
た

さ
く
せ
い 

む

 
活
発 

か
っ
ぱ
つ

な 
議
論 

ぎ

ろ

ん

を
し
て
い
ま
す
。

　
 
外
国
籍 
の 
方 
に
と
っ
て
、
よ

が
い
こ
く
せ
き 

か
た

り 
住 
み
や
す
い

す

 
環
境 

か
ん
き
ょ
う

を 
整
備 
す

せ

い

び

る
た
め
、 
皆 
さ
ん
の 
応
募 
を
お

み
な 

お

う

ぼ

 
待 
ち
し
て
い
ま
す
。

ま○ 
募
集 

ぼ
し
ゅ
う 
人
数 　

に
ん
ず
う

 
二
十
人 

に
じ
ゅ
う
に
ん

　
 
在
日  
年
数 
、 
応
募  
理
由 
を 
明 

ざ
い
に
ち 
ね
ん
す
う 

お

う

ぼ
 り

ゆ

う
 

め
い

　
 
記 
の 
上 
、 
九
月 

き 

う
え 

く

が

つ 
十
三 
日

じ
ゅ
う
さ
ん

に
ち

   
（ 
金 
）
き
ん

　

ま
で
に 
直
接 

ち
ょ
く
せ
つ

、 
郵
送 
ま
た
は

ゆ
う
そ
う

　

フ
ァ
ク
ス
で 
申 
し 
込 
み 
先 
へ

も
う 

こ 

さ
き

　

（ 
必 ひっ 
着 
）

ち
ゃ
く

○ 
申 
し 
込 
み
・ 
問 
い 
合 
わ
せ 
先 

も
う 

こ 

と 

あ 

さ
き

　
　

〒
２
３
１－

０
０
２
１ 
横 よこ

　
 
浜  
市  
中
区  
日
本  
大 

は
ま 
し 
な

か

く
 に

ほ

ん
 お
お 
通 
ど
お
り 
一  
神  
奈 

い
ち 
か 

な

　
 
川  
県
県  
民  
部  
国
際  
課  
企
画  
班 

が
わ 
け
ん
け
ん 
み
ん 
ぶ 
こ
く
さ
い 
か 
き

か

く
 は
ん

　

1
０
４
５（
２
１
０
）３
７
４
８

　

5
０
４
５（
２
１
２
）２
７
５
３

担
当

    

　
　
　
　
　
　
　

た
ん
と
う

 
渉 
外

し
ょ
う
が
い

   
 
課 か

1
０
４
６（
２
５
２
）８
３
０
７

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

県
内
各
市
町
村
か
ら
選
抜
さ

れ
た
消
防
団
員
が
、
消
防
操
法

の
技
術
を
競
う
こ
と
で
、
技
術

の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、

消
防
団
の
活
動
強
化
を
目
的
と

す
る
「
県
消
防
操
法
大
会
」
。

第
四
十
三
回
を
数
え
る
今
年
の

大
会
に
は
、
座
間
一
・
二
丁
目

【
練
習
日
程
・
場
所
】

○
と　

き　

偶
数
日
午
後
七
時

　

三
十
分
〜
十
時

○
と
こ
ろ　

消
防
本
部
訓
練
場

　

（
緑
ヶ
丘
六
ノ
一
ノ
一
五
）

担
当　
　
　

消
防
本
部
総
務
課

1
０
４
６（
２
５
６
）２
２
１
１

5
０
４
６（
２
５
６
）２
２
１
５

地
区
の
第
二
分
団
が

本
市
の
代
表
と
し
て
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
出
場
し
ま
す
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
は

大
会
に
向
け
て
、
操

法
の
基
本
、
規
律
、

体
力
の
練
成
な
ど
の

訓
練
に
、
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
お
よ
び

練
習
に
取
り
組
む
団

員
の
皆
さ
ん
に
、
温

か
い
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

○ 
応
募  
資
格 　
 
次 
の 
各  
項
目 
す

お

う

ぼ
 し

か

く
 

つ
ぎ 

か
く 
こ
う
も
く

　

べ
て
に 
該
当 
す
る 
方 
① 
平
成 

が
い
と
う 

か
た 

へ
い
せ
い

　
 
十
四  
年  
四
月  
一
日  
現
在 
で 
満 

じ
ゅ
う
よ 
ね
ん 
し

が

つ
 つ
い
た
ち 
げ
ん
ざ
い 

ま
ん

　
 
十
八 

じ
ゅ
う
は
ち 
歳 さい 
以
上 

い
じ
ょ
う

で
あ
る
② 
外
国 

が
い
こ
く

　
 
人  
登
録 
を
し
て
い
る
③ 
一
年 

じ
ん 
と
う
ろ
く 

い
ち
ね
ん

　
 
以
上  
県
内 
に 
在
住 
・ 
在
勤 
・

い
じ
ょ
う 
け
ん
な
い 

ざ
い
じ
ゅ
う 

ざ
い
き
ん

　
 
在
学 
し
、 
任
期 

ざ
い
が
く 

に

ん

き 
中 
も

ち
ゅ
う

 
在
住 
・

ざ
い
じ
ゅ
う

　
 
在
勤 
・

ざ
い
き
ん

 
在
学 

ざ
い
が
く 
予
定 
で
あ
る

よ

て

い

○ 
任 　
 
期 　

に
ん 

き

 
十
一 

じ
ゅ
う
い
ち 
月 
〜 
平
成 

が
つ 

へ
い
せ
い 
十 
じ
ゅ
う

　
 
六  
年 

ろ
く 
ね
ん 
十
月 

じ
ゅ
う
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○参加費　無料
○申込方法　７月２４日までに担当へ
担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７６ 5０４６（２５２）４３１１

○と　き　①９月２日（月）～３日
　（火）②９月７日（土）～８日（日）
○ところ　箱根方面
○対　象　市内在住の障害者
○負担金　３０００円（介護者も同額）
○申込方法　７月２６日までに電話か
　ファクスで担当へ
※①は車いす対応のバスで送迎しま
すので、車いすをご利用の方は、で
きるだけ①にお申し込みください。
担当　　市障害者団体連合会事務局
　　　　　（市社会福祉協議会内）
　1０４６（２６６）２００１ 5０４６（２６６）２００９

平成１４年１月１日～６月３０日
（物件事故を含まず）

※１５日（月）が休館日のため、申し
込みは１６日（火）からとなります。

◆親子ふれあい木工教室
○と　き　８月４日午前９時～正午
○内　容　木材を使って自由に作品
　を作る
○講　師　神奈川建設ユニオンの方
○対　象　小・中学生とその保護者
○定　員　２０組（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　かなづち、のこぎり（使
　いやすい物がある方）
○申込方法　７月３０日までに直接 ･
　電話 ･ファクスで同センターへ

◆夏休み工作教室
○と　き　８月２３日午後２時～４時
○内　容　牛乳パックを使って和紙
　を作る
○対　象　市内在住の小学生
○定　員　３０人（先着順）
○申込方法　直接・電話で同館へ

◆ＫＩＤＳアウトドア王国
　～ボランティアのお兄さん・お姉
　さんと川辺のキャンプで楽しく過
　ごそう！！～
○と　き　７月２７日午前９時～２８日
　午後３時（予定）

　市原水爆禁止協議会（会長　座間
市長星野勝司）では、設立４５周年を
記念して朗読劇公演を開催します。
○と　き　８月４日午後２時開演
○ところ　市民文化会館（ハーモニ
　ーホール座間）大ホール
○内　容　朗読劇「この子たちの夏」
○出　演　演劇制作体「地人会」
　（女優　山口果林さんほか）
○定　員　９００人（多数抽選）
○申込方法　往復はがきに住所・氏
　名・電話番号を記入の上、７月２４
　日（水）までに〒２２８－８５６６市役
　所社会福祉課あて郵送（当日消印
　有効）
※この公演は、市原水爆禁止協議会
の費用で開催されますので入場料は
必要ありません。
担当　　市原水爆禁止協議会事務局 
　　　　　　　　（社会福祉課内）
　1０４６（２５２）７１２２ 5０４６（２５６）３６００

○対　象　市内在住の小・中学生
○募集内容　▽小学１年～４年生＝
　観察結果をグラフにしたもの▽小
　学５年～中学生＝観察結果または
　統計資料をグラフにしたもの
○応募規定　Ｂ２判のラシャ紙など
　を使用し、色彩は自由
○応募方法　作品の裏に利用した統
　計資料や観察記録をのり付けした
　上、氏名・学校名・学年を記入し、
　２学期の始めに各学校へ提出
○賞　品　入賞者には賞状・副賞を
　進呈。応募者全員に記念品を進呈
担当　　　　　　　　　企画政策課
　1０４６（２５２）８３７９ 5０４６（２５５）３５５０

　取り壊された家屋には、翌年度か
ら固定資産税と都市計画税が課税さ
れません。まだ、滅失登記や市への
届け出をしていない方は、お早めに
担当へご連絡ください。
担当　　　　　　　　　　資産税課
　1０４６（２５２）８０４７ 5０４６（２５５）３５５０

○と　き　８月６日午前８時５０分～
　午後４時（小雨決行）
○集合場所　市役所玄関前
○内　容　目久尻川最上流から相模
　川合流点（寒川町）までの水質変
　化や水辺の植物を観察する（移動
　には市のマイクロバスを使用）
○対　象　小学生以上の市内在住・

夏休み環境教室
目久尻川の水辺観察

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

　在勤者（小学３年生以下は保護者
　同伴）
○定　員　２５人（先着順）
○持ち物　弁当、水筒、雨具など
○参加費　１００円（交通傷害保険代）
○申込方法　７月１６日から電話（ファ
　クス不可）で担当へ
担当　　　　　　　　　環境保全課
　1０４６（２５２）８２１４ 5０４６（２５７）７７４３

○と　き　８月２１日午後２時３０分～
　４時３０分
○内　容　牛乳パックを再利用して
　自分だけのはがきを作る
○対　象　小学生、親子
○定　員　２５人程度
○参加費　無料
○持ち物　手ふき用タオル
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　もくせい園
　1０４６（２５３）０８０４ 5０４６（２５４）７７１７

○応募資格　▽一般世帯＝世帯月収
　額が２０万円以下▽障害者世帯など
　＝世帯月収額が２６万８千円以下▽
　市内在住・在勤世帯ほか
○応募方法　所定の申込書に必要事
　項を記入の上、８月５日～１６日に
　本人または同居の家族が直接担当
　へ
※申込書と募集のしおりは、８月１
日から担当および各出張所で配布し
ます。
担当　　　　　　　　　　　建築課
　1０４６（２５２）７０３２ 5０４６（２５２）０２２０

○と　き　８月２日午後２時～４時
　１０分
○ところ　青少年センター３階会議
　室
○内　容　子どもの心を知るために
　「思春期カルテ～カウンセリング
　ルームから見たふつうの子どもた
　ち」
○講　師　臨床心理士　梶原 千遠 さ

ち お ん

　ん
○定　員　７０人（先着順）
○受講料　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　教育研究所
　1０４６（２５６）１９３９ 5０４６（２５９）２１６３

○と　き　７月３１日午後１時３０分～
　３時３０分
○ところ　市民文化会館（ハーモニ
　ーホール座間）小ホール
○内　容　藤野町に生息する珍しい
　チョウ「ギフチョウ」を取り上げ
　た記録映画の上映と能勢広監督の
　話
○対　象　小学生以上
○定　員　１５０人

○ところ　相模原市上大島キャンプ
　場（雨天の場合は同センター）
○内　容　テント張りや野外炊事、
　川遊びなどを通して、異なった年
　齢の仲間と協力しながら、夏の１
　日を楽しく過ごす
○対　象　小学生
○定　員　３０人（先着順）
○参加費　２０００円（保険代を含む）
○持ち物　弁当、水筒、雨具、着替
　え、軍手、懐中電灯、保険証の写
　し、水着、米１合、おやつ、小銭
○申込方法　７月１６日から直接・電
　話で同センターへ（各日午前１０時
　～受け付け）
◆“ひまわりランド”のど自慢募集
○と　き　８月１８日午後
○対　象　小学生～１８歳
○定　員　２０組（先着順）
○持ち物　１曲３分以内のカラオケ
　テープ
○申込方法　直接・電話で同センタ
　ーへ（各日午前１０時～受け付け）
◆夏休み親子乗馬教室
　～親子で乗馬にチャレンジ～
○と　き　８月１日、２日いずれも
　午後３時～６時（全２回）
○ところ　座間近代乗馬クラブ
○内　容　馬の扱い方、騎乗して常
　歩・軽速歩、馬の手入れなどを体
　験する
○講　師　日本体育協会公認馬術コ
　ーチ・日本馬術連盟公認インスト
　ラクター　草薙真一郎さん
○対　象　小・中学生とその保護者
　（小・中学生のみの参加も可）
○定　員　１２組程度（先着順）
○参加費　２９００円（保険代を含む）
○持ち物　タオル、飲み物、軍手、
　長靴、動きやすい服装（長ズボン）
○申込方法　７月１６日から直接・電
　話で同センターへ（各日午前１０時
　～受け付け）
◆わんぱくぷれいんぐすぽっと
　～夏休み！自分で作ったブレスレ
　ットでお出掛け～
○と　き　７月２３日午前１０時～正午
○内　容　天然石を使って夏向きの
　ブレスレットを作る
○講　師　ｅ工房主宰　本多恵美子
　さん
○対　象　９歳～１２歳
○定　員　１５人（先着順）
○参加費　５００円（材料代）
○持ち物　小皿または発泡スチロー
　ルトレイ
○申込方法　７月２１日までに直接・
　電話で同センターへ

◇市緑地保全基金へ
▽５０万円＝大和市福田・小早川勲平
◇交通対策基金へ
▽１万５８６０円＝相武台地区交通安全
母の会

統計グラフコンクール作品募集

家屋を取り壊したときは連絡を

もくせい園オープンセミナー
夏休み紙すき教室

市営住宅空き家
入居者・待機者募集

教育教養研修公開講座

芸術文化セミナー　
記録映画の世界～文化庁優秀映
画賞受賞「ギフチョウと生きる
 郷 」の監督を迎えて～
さ と

障害者激励入湯会

市内の交通事故件数

負傷者死者件数
５５３２４６３１４年
５５２２４４８１３年
+１０+１５増減

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

善意のともしび�
（敬称略）�

平和への祈りを込めて！
演劇制作体「地人会」による
市原水爆禁止協議会設立４５周年

記念公演
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担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�

料金受付時間対象区分
９００円

午前９時～１１時４０歳以上
胃

５００円大腸

３００円
午前９時３０分～１１時
※午後１時～２時３０歳以上の

女性
乳

６００円午前９時～１１時子宮

※は、②７月３０日（火）市民健康センターの場合のみ

▽とき＝８月６日（火）午前１０時～１０時４５分、午前１０
時４５分～１１時３０分▽ところ＝市役所１階市民健康課▽
内容＝健康全般について栄養士・保健師が相談に応じ
ます▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発
行します）▽申込方法＝電話予約

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

保個別健康相談

保がん検診
▽とき＝①７月１８日（木）②３０日（火）③８月２日（金）
▽ところ＝①北地区文化センター②市民健康センター
③東地区文化センター▽申込方法＝電話予約（大腸が
んは検診日の７日前まで）

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

ところ受付時間と　き

市民健康センター
午前９時３０分～１０時３０分

７月２２日（月）

東地区文化センター７月２３日（火）

保成人・老人健康相談 保育児相談
ところ受付時間と　き

東地区文化センター
午前９時３０分～１０時３０分

７月１９日（金）

市民健康センター７月２６日（金）

▽とき＝８月２７日（火）午前１０時～１１時３０分▽ところ
＝市民健康センター▽内容＝新しい友達をつくりたい
保護者のための教室です。赤ちゃんと楽しい遊びをし
ます▽対象＝３カ月～４カ月児とその保護者▽定員＝
３０人▽持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝電話予約

保なかよしベビークラス
電　話所在地医療機関名診療月日

1０４６（２５１）７１７１栗 原シータン泌尿器科外科７月２０日
外
科 1０４６（２５５）３２１１東原１丁目座間厚生病院７月２１日

1０４６（２５６）００１１相模が丘６丁目相 模 台 病 院７月２８日
1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科７月２０日婦

人
科

1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院７月２１日
1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科７月２８日

▽とき＝８月２日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配について理学療法士が相談に応じます▽対象＝４カ
月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

リ発達相談

▽とき＝７月２４日（水）午前１０時～１１時３０
分▽ところ＝市民健康センター▽内容＝離
乳食の作り方・すすめ方、子どもの発達や
予防接種について▽対象＝５カ月～６カ月
児とその保護者▽持ち物＝母子健康手帳、
離乳食用スプーン▽申込方法＝電話予約

保赤ちゃん教室
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●休日診療
◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分
　　　　　　午後２時～４時４５分
　　　　　　午後６時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分
　　　　　　午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）８２１７
◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時　　　
　診療場所　相模原南メヂカルセンター
　　　　　　（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００
◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

予救急診療

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所1046(224)1111

栄養専門相談

専門医による精神保健相談

老人性痴ほう相談

▽とき＝８月６日、２０日いずれも火曜日午前９時～
午後４時▽内容＝病気のある方などの食事相談▽申
込方法＝電話予約

▽とき＝①８月５日（月）②２２日（木）③２８日（水）
いずれも午後１時３０分～４時▽ところ＝①②厚木保健
福祉事務所③総合福祉センター▽内容＝心の病気の治
療や社会復帰などの相談、アルコール・薬物・シンナ 
ーなどの依存症の相談▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月７日（水）午後１時３０分～４時▽内容＝
痴ほうについての相談▽申込方法＝電話予約
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　２月１日に道路運送法が改正されたことにより、
乗合バス路線の新規参入や退出（廃止）が、許可制
から届出制に変わり容易になりました。
　このことから、国、県、市町村および乗合バス事
業者で組織する「神奈川県生活交通確保対策地域協
議会」が、県内バス事業者に対して意向調査を実施
したところ、バス事業者から撤退（廃止）路線（区
間）の意向が示されました。今後、同協議会におい
て、生活交通としての必要性などを検討していく予
定です。
　市内では、下表の路線（区間）が対象となり、退
出等の意向が示されています。

　飼い犬は１年に１回、４月１日から６月３０日まで
に、狂犬病予防注射が義務付けられています。まだ
接種していない場合は、至急最寄りの動物病院で接
種した後、予防注射済みの証明書に注射票交付手数
料５５０円を添えて、担当までお越しください。
　また、飼い犬が死亡したり譲渡したりしたときは、
必ず担当までご連絡ください。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　市民健康課

1０４６（２５２）７２１３ 5０４６（２５２）７０４３

狂犬病予防注射�狂犬病予防注射�
お済みですか？� サマージャンボ宝くじ�

この宝くじの収益金は市町村の明るく�
住み良い街づくりに使われます。�

●1等・前後賞併せて�

●2等だって�

●ラッキーレジャー賞�

50万円×430本�
〈発売総額1,290億円、43ユニット〉�

発売期間：7／22（月）～8／9（金）
抽選日／8月20日（火） この宝くじは通販でも買えます。�

発売：全国47都道府県／1枚300円�

103(3596)3771（代）�
（財）神奈川県市町村振興協会�

1億円×129本�

3億円×43本�

退出等意向申出市内路線一覧表
退出（廃止）の意向があ
る市内のバス停留所名

退出等意向申出路線（区間）
退出等意向の系統

終　点起　点

相模野小学校前、
広野台北相武台座間日産・座間四ッ谷～相武台前駅～車庫前

・鶴間駅～南林間駅～座間四ッ谷

中原、西原、文化セ
ンター前、東芝機械

西鶴寺（２４６号
線新道経由）今泉・海老名駅～新道～鶴間駅

入谷駅入口座間下宿今泉・海老名駅～座間四ッ谷～相武台前駅

※バスの運行事業者は神奈川中央交通（株）です。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　企画政策課

1０４６（２５２）８２８７ 5０４６（２５５）３５５０

市内バス路線に退出意向�

●土曜日夜間診療
◆内科・小児科
　受付時間　午後６時～９時４５分　　　　　　
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）９０９０
●夜間診療
　診療時間　（平日）午後７時～１０時、
　　　　　　　　　　午後１０時以降
　　　　　　（休日）午後１０時以降
　診療場所　消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９へ
　　　　　　お問い合わせください。
問い合わせ先
消防署　1０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　5０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　1０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。
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子ども専門相談

子ども整形外科相談

▽とき＝８月１日（木）午後１時～２時▽内容＝子ど
もの発育 ･ 発達 ､ 子育てについて小児科医 ､ 臨床心理
士、理学療法士などが相談に応じます▽申込方法＝電
話予約

▽とき＝８月２２日（木）午後１時～２時▽対象＝１８歳
未満で心配のある方▽申込方法＝電話予約

障害児歯科相談
▽とき＝８月１日（木）▽対象＝心身に障害のある６
歳未満の幼児▽申込方法＝電話予約
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広報�

7.15
【座間市のお知らせ】

◆平成１４年（２００２年）７月１５日発行
◆座間市企画部市民情報課編集
　〒２２８-８５６６　神奈川県座間市緑ヶ丘１-１-１
　1０４６（２５５）１１１１（代） 5０４６（２５５）３５５０
　URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
　i モード：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/

○と　き　８月３日（土）午前１１時～午後９時３０分（荒
　天の場合は４日に順延）
○ところ　キャンプ座間
○内　容　盆踊り、ゲーム、模擬店、音楽演奏、花火ほか
○持ち込めない物　大きなバッグ（リュックサックな
　どを含む）、クーラーボックス、瓶、スケートボード、
　ペット
○問い合わせ先　キャンプ座間1０４６（２５１）１７８８内線２６３
　―３０４０
※基地内への車両（自転車、バイクを含む）の乗り入
れはできません。また、周辺道路はすべて駐車禁止で
すので、会場へは電車・バスをご利用ください。
担当　  　　　渉外課1０４６（２５２）８３０７ 5０４２（２５５）３５５０
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上
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八
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木
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月
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金
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１
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せ
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い
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○
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集
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一
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十
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上
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康
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方
で
、
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ソ
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ン
操
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経
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者
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・
日
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で
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方
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○
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務
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祭
り
開
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に
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か
わ
る
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務
お
よ
び
軽
作
業

○
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期
間　

八
月
二
十
六
日
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月
）〜
十
一
月
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十
二
日（
金
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○
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時
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曜
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前
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後
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時

○
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金　

時
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九
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円
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験
年
数
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異
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る
）

○
応
募
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販
の
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（
写
真
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付
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要
事
項
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記
入
の
上
、
七
月
三
十
一
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（
水
）ま
で
に
本
人
が
担
当
へ

　

直
接
持
参

担
当　
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定員受講料対　象日　程教室名

５２人５，５００円１８歳以上
９月２７日～１１月２９日毎週金曜日　
午前９時４５分～１１時４５分　全１０回

卓球
レベルアップ

３２人６，０００円１８歳以上
９月２５日～１１月２７日毎週水曜日
午後７時～８時３０分　全１０回

バドミントン
夜間

３２組５，０００円
３歳～就学前親
子（保育あり）

９月２５日～１１月２７日毎週水曜日
午前１０時～１１時３０分　全１０回

親子体操

９６人

４，０００円
１８歳以上
（A・B保
育あり）

午前９時２５分
～１０時２５分９月２６日～１１月２８日

毎週木曜日　全１０回

A

ビギナー
エアロビクス

９６人
午前１０時５０分
～１１時５０分

B

９６人
午後７時～８
時

９月２５日～１１月２７日
毎週水曜日　全１０回

夜間

９６人４，０００円
１８歳以上
（保育あり）

９月２５日～１１月２７日毎週水曜日
午前１０時～１１時　全１０回

エアロビクス

４５人４，０００円１８歳以上
９月１０日～１２月１０日毎週火曜日（９月
１７日、２４日、１０月１５日、１１月５日を除く）
午前１０時～１１時３０分　全１０回

太極拳初心者

５４人４，０００円１８歳以上
９月２６日～１１月２８日毎週木曜日
午前１０時～１１時３０分　全１０回

フィットネス
ヨガ

５４人４，５００円５０歳以上
９月２７日～１１月２９日毎週金曜日
午前１０時～１１時３０分　全１０回

生涯青春気功

スポーツ教室�スカイアリーナ座間�

スポーツ教室�スカイアリーナ座間� 第2期
�

第2期
�

○申込方法　①親子体操希望者（市内外不問）、ビギナーエアロビクスA・Bと
　エアロビクスの保育希望者（市内の方のみ）＝往復はがきの往信用裏面に希望
　の教室名、住所、氏名（親子体操は親子）、年齢、電話番号、保育希望の有無
　（希望者は子どもの氏名と年齢）を、返信用表面に住所、氏名、郵便番号を記入
　の上、７月２３日（火）＜当日消印有効＞までに担当へ郵送（多数抽選）②その他
　の教室＝市内の方は８月２日（金）、市外の方は８月６日（火）のいずれも午前１０
　時から受講料を添えて直接担当へ（先着順。現金の取り扱いは午後５時まで。
　予約は電話のみで１週間以内に手続きを）
※エアロビクス教室受講制限＝ビギナーエアロビクス教室A・B・夜間およびエ
アロビクス教室につきましては、希望者多数のため、申し込みは一人１教室
※①の保育は２歳から就学前までの幼児対象。各教室とも定員２０人（多数抽選）で、
保育料は幼児一人１，５００円です。
担当　　市民体育館〒２２８－００１１相武台１－５９７１1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８

健康なまちづくり�
コーナー�

健康なまちづくり�
コーナー�

赤
ち
ゃ
ん�

こ
ん
に
ち
は�

こ
ん
に
ち
は�

 斉藤 　勇樹
さいとう

    ちゃん

ゆ う き

Ｈ１３．１１．２０生まれ　男
西栗原２丁目

 酒井 　聖弥
さ か い

    ちゃん

ま さ や

Ｈ１３．５．２６生まれ　男
栗原

 近藤 　妃菜
こんどう

    ちゃん

ひ な

Ｈ１３．８．２５生まれ　女
栗原中央３丁目

夏休み卓球教室 

○申込方法　７月３０日（火）までに直接ま　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　たは電話かファクスで担当へ
担当　　　　　  東地区文化センター1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

○と　き　７月３１日（水）午後１時～４時
○ところ　東地区文化センター
○内　容　ラケットの握り方から打ち方、
　　　　　ゲームまで
○対　象　小学生～成人
○定　員　３０人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　ラケット（お持ちの方）
○協　力　卓球サークル「東卓」

 猪田 　明日香
い の だ

     ちゃん

あ す か

Ｈ１３．１２．１１生まれ　女
座間２丁目

 瀧澤 　七海
たきざわ

    ちゃん

な な み

Ｈ１３．７．１７生まれ　女
新田宿

 平山 　裕太
ひらやま

    ちゃん

ゆ う た

Ｈ１４．２．１６生まれ　男
東原５丁目

市
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り�
市
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り�
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